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今年度の重点目標 
自分が大切  みんなが大切 

・あいさつをしよう ・きまりを守ろう ・協力しよう 

２月の生活指導目標  友達のよさを見つけよう 

２月の安全指導目標  自転車の乗り方に気をつけよう 

２月の保健指導目標  手洗い・うがいをしよう 

２月の給食指導目標  食生活を考えよう 

 

HP http://schit.net/tama/esminamitsurumaki/  E-mail daihyo-minamiturumaki-sho＠city.tama.ed.jp 

 
夢を叶える 

                         副校長  鈴木 悟史 

 

１月１２日に本校にて発生した停電について、保護者の皆様には大変ご心配をおかけ

しました。また、緊急の対応にもご理解とご協力をいただき、無事に一日を終えられた

ことに心より感謝を申し上げます。停電の原因は学校に電力を共有する地下ケーブルの

劣化と判明し、金曜日の午後から日曜日の夕方にかけ、多摩市教育委員会をはじめ、多

くの業者の方々の懸命な復旧作業により、１５日より通常通りに教育活動を再開できま

した。私は当日、停電の知らせを受け学校に向い、ブレーカー等の点検を行いました。

灯りの付かない寒い校舎内は、能登半島沖地震での避難生活を想像させられました。そ

のときの思いは、避難訓練の際、全校児童に伝えています。 

私の知人の幼馴染の方が能登にて、「インスタントハウス」という新しい手法で仮設住

宅を提供しています。この開発者である名古屋工業大学の北川啓介教授は、ご実家が和

菓子屋さん。小さい頃から大好きだったお父様の和菓子を継ぐつもりが、「建築を学べば

和菓子作りの幅が広がるぞ。」というお父様の言葉から、これまで建築に携わってきたそ

うです。漫画「ドラゴンボール」にでてくる「ホイホイカプセル」からヒントを得たイ

ンスタントハウスは、その開発過程においては何度も挫折を繰り返しましたが、その度

に東日本大震災時に避難所生活を送る子どもたちの「大学の先生なら、来週（仮設住宅

を）建ててよ。」というつぶやきに、「ちょっと待っててね。」としか言えなかった歯がゆ

さが完成への原動力となったと雑誌のインタビューに答えています。話はかわりますが、

ＪＡＸＡの小型月着陸装置「ＳＬＩＭ」のニュースは、日本の最先端技術力に関する明

るい話題となっています。しかし、この成功も決して簡単ではなかったと思います。 

実は私、東日本大震災を経験していません。今回の停電でインフラは脆弱で、ライフ

ラインは常に安定して供給されるものではないということを痛感しました。未だ、人類

の英知をもっても、災害による被害は避けられません。北川教授やＪＡＸＡの研究が、

将来の科学力や技術力の礎となり、きっとこの問題を解決してくれることでしょう。 

北川さんが漫画の中からアイデアを着想したように、将来を担う子どもたちは、何か

ら新しいひらめきを覚えるのでしょうか。最近私が感動したことの一つに横浜の「動く

ガンダム」（公開は３月末まで）があります。そこには開発に携わった人たちが、子ども

のころ夢見た「ガンダムを動かしたい」という熱い思いをもってこのプロジェクトに挑

んだことがよく分かります。子どもたちには今夢見ていることは実現できるというメッ

セージを、子どもたちが夢や希望を抱くことができる社会を創ることが、私たち大人の

役割なのだというメッセージを強く感じるイベントでした。 

ちなみに、北川さんはインタビューの終わりに「今でも和菓子職人になりたいのです

か」という問いにこう答えています。 

「はい、あんな楽しい仕事、ないですから！」 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

児童の願いを実現する児童会活動 
 特別活動部主任    

南鶴牧小学校では、全１０委員会からなる

「委員会活動」と、各委員会の委員長と運営

委員会からなる「代表委員会」、児童が企画

運営を担う「児童集会活動」を「児童会活動」

として位置付け、年間を通して活動していま

す。活動の一例を紹介します。 

今年度は、代表委員会が『廊下を歩こうキ

ャンペーン』を企画・運営しました。運営委

員児童から「廊下を走ったり、右側通行を守

らずに広がって歩いたりしている人が多く

て危ない」と声が上がったことがきっかけの

取り組みです。代表委員会の場で各委員長に

提案し、提案を受けた各委員会が、委員会の

特色を生かし「思わず廊下を歩きたくなる楽

しい取り組み」を考えました。集会委員会は、

ルールを工夫したじゃんけん列車集会を実

施しました。また、運営委員会では、右側通

行を意識してもらうために、廊下に足跡を貼

りました。活動の振り返りからは、「自分た

ちが企画した取り組みで、全校のみんなが廊

下を歩く意識をしてくれてうれしい。大変だ

ったけれど、やってみてよかった。」と、学

校全体の課題解決に参画できた喜びを感じ

る児童の姿が伝わってきました。 

 

道徳授業地区公開講座について 
 道徳担当   

２月１０日（土）の道徳地区公開講座では、

各学級が道徳の授業を行い、４時間目に体育館

で全体会が行われます。道徳科は平成３０年度

から『特別の教科 「道徳」』 として教科に位

置付けられ、教科指導に限らず生活指導全般の

土台として、また、互いの考えを深め合ったり

補い合ったりできる要の教科となっています。 

その中で今年度南鶴牧小学校では、「親切・

思いやり」「感謝」「礼儀」「友情・信頼」など、

主に人とのかかわりに関することについて授

業を行います。自分たちの身近にいる人たちに

親切にすることや、家族への感謝、友達と助け

合っていくことなどについて、子どもたち一人

一人が自分を見つめながら考えを深めていき

ます。ぜひご参観ください。 

全体会では多摩市スクールソーシャルワー

カーの佐藤則子先生による講演会が行われま

す。題名は「人や社会とつながっていくこと～

キレる子や引きこもる子の事例を通して～」に

なります。新型コロナウィルスが５類に移行さ

れ、制限なく講演会ができます。   

たくさんの保護者の方々にご参加いただき、

今を生きる子どもたちについて共に考える場

になればと思います。 

 

1 木 ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ3・4年　集会
2 金 ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ5・6年 委員会活動(代表委員)車いす体験4年

3 土
4 日
5 月 朝会 警察署見学3年 わかば公開終
6 火 全校一斉朝読書 芝生の日　ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ勤務日 

7 水 午前授業 安全指導 ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ1・2年 
8 木 ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ3・4年　集会 

9 金
ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ5・6年 栄養教諭1年
Jアラート訓練11時 鶴中入学説明会

10 土
学校公開 道徳授業地区公開講座
書き初め展終 学運教
鶴中入学予定者採寸

11 日 建国記念の日
12 月 振替休日
13 火 全校一斉朝読書 社会科見学6年　ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ勤務日

14 水 ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ1・2年

15 木
ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ3・4年
しばちゅんたﾀｲﾑ3・6年
入学説明会（低学年午前授業）

16 金 ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ5・6年
17 土
18 日
19 月 朝会 しばちゅんたﾀｲﾑ2・4年

20 火
全校一斉朝読書 しばちゅんたﾀｲﾑ1・5年
スキー教室事前健診5年
ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ勤務日

21 水 午前授業 ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ1・2年　スキー教室5年

22 木 ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ3・4年
23 金 天皇誕生日
24 土
25 日
26 月 朝会 わかば面談始　

27 火
全校一斉朝読書 クラス遊び
避難訓練　ｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰ勤務日

28 水 ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ1・2年
29 木 ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ3・4年　集会 

1 金 ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ5・6年 
2 土
3 日
4 月 朝会 保護者会1・3・6年ふ（14:45～）　

5 火 全校一斉朝読書 クラス遊び　卒業式練習始５６ 

6 水
１～４年4校時まで 安全指導
ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ1・2年　委員会活動

7 木
ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ3・4年 集会 父母教世話人会
保護者会2・4・5年（14:45～）

8 金 ﾓｰﾆﾝｸﾞﾌﾟﾗｽ5・6年 ６年生を送る会
9 土 鶴中授業日

2・3月の行事予定


